
①つけたい力の明確化




②授業の目標


③書かせたいまとめ，させたいまとめの具体的な内容


④授業のめあて　　　　　　　　

⑤思考場面の工夫

⑥振り返り

　　

　小学校では，第３学年で風やゴムの力で物を動かすことができること，物には重さがあること，第５学年で振り子の運動，第６学年でてこの規則性について学習している。

ここでは，物体に力を働かせる実験を行い，物体に力が働いたときの変化から力の働きを見いださせ，力は大きさや向きによって表されることなど，力の見方の基礎を養うことがねらいである。

(１)　単元目標
　・物体に力を働かせる実験を行い，物体に力が働くとその物体が変形したり，動き始めたり，運動のようすが変わったりすることを見いださせる。
・力は大きさと向きによって表されることを理解させる。
・圧力についての実験を行い，圧力は力の大きさと面積に関係があることを見いださせる。
・水圧や大気圧についての実験を行い，その結果を水や空気の重さと関連づけて捉えさせる。
(２)　評価規準
	ア 自然現象への関心・意欲・態度
	イ 科学的な思考・表現
	ウ 観察・実験の技能
	エ 自然現象についての知識・理解

	①物体に力が働くと物体がどうなるのかに興味をもち，力の働きを調べようとする。
②紙コップにのせた板に人が乗っても紙コップがつぶれない現象に興味をもち，圧力について調べようとする。
③水中にある物体に働く力に興味を持ち，水圧検知管を用いて水圧の性質を調べようとする。
	①実験結果を，誤差を踏まえながらグラフに表し，ばねののびは力の大きさに比例することを見いだし，自らの考えを導き，表現している。
②物体に働く力を見つけ，力の表し方にしたがって，矢印を使って表現している。
③巨石を船で運ぶ工夫を，浮力などの既習事項をもとに考え，仮説を立てて検証している。
	①おもりやばねなどを使って，力の大きさとばねののびの関係を調べ，結果の記録や整理などの仕方を身に付けている。
②ばねばかりなどを使って，浮力の大きさを調べる実験の基本操作を習得し，結果の記録や整理などの仕方を身に付けている。

	①物体に力が働くと，物体を変形させたり，支えたり，動きを変えたりすることを理解し，知識を身に付けている。
②いろいろな種類の力があることを理解し，知識を身に付けている。
③重さと質量の違いを理解し，知識を身に付けている。
④圧力について理解し，知識を身に付けている。
⑤大気圧が生じるしくみを理解し，知識を身に付けている。



（全１３時間）

	時
	学習内容
	評　　　　　価

	
	
	関
	思
	技
	知
	評価規準
	評価方法

	1
	船はなぜ浮くか考える中で力の働きについて考える。
	〇
	
	
	
	ア①
	行動観察

	2
	力が働いたときにどんなことが起こるか，考える。
	
	
	
	〇
	エ①
	定期テスト

	3
	力にはどんな種類があるか知る。
	
	
	
	〇
	エ②
	定期テスト

	4
	力の大きさのはかり方を，実験を通して知る。
	
	
	〇
	
	ウ①
	行動観察
定期テスト

	5
	ばねののびと力の関係を，実験結果をもとに考える。
	
	〇
	
	
	イ①
	ノート
定期テスト

	6
	重さと質量の違いを知る。
	
	
	
	〇
	エ③
	定期テスト

	7
	力をどのように表すか知り，様々な力の表し方を考える。
	
	〇
	
	
	イ②
	ノート
定期テスト

	8
	圧力とは何か興味を持ち，考える。
	〇
	
	
	
	ア②
	行動観察

	9
	圧力の計算の仕方を知る。
	
	
	
	〇
	エ④
	定期テスト

	10
	水圧はどのように働くかを調べる。
	〇
	
	
	
	ア③
	行動観察

	11
	浮力は何によって働くかを調べ，船が浮く理由を考える。
	
	
	〇
	
	ウ②
	行動観察
定期テスト

	12
	巨石を船で運ぶ工夫を考える。（本時）
	
	〇
	
	
	イ③
	ワークシート
定期テスト

	13
	大気圧はどのように働くかを知る。
	
	
	
	〇
	エ⑤
	定期テスト


※各時間の詳細は，別紙単元計画を参照してください。

（１）本時の目標　　　巨石を船で運ぶには，どのような工夫をすればいいか，既習事項や生活経験を根拠に予想し，確かめることができる。
（２）観点別評価規準  巨石を船で運ぶ工夫を，浮力などの既習事項をもとに考え，仮説を立てて検証している。（科学的な思考・表現）                      
（３）準備物　　　　　発泡ポリスチレンの船，石，紐，水槽，割り箸
（４）学習過程
	学習活動
	◇ 指導上の留意事項
◆ 「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手立て
※ 評価基準（評価方法）

	１．課題意識をもつ（５分）
・船が浮かぶ理由を復習する。
・大阪城の巨石について説明を聞く。


・演示実験を見る。

２．めあてを確認する。（２分）

３．見通しをもつ。（３分）
４．Ａ，Ｂ，Ｃの３つの国に分かれる。（５分）


・材料を確認する。

５．班で仮説を立てる。（５分）


６．検証実験をする。（５分）
７．自分の班の仮説，結果と浮いた理由（浮かなかった理由）をまとめる。
（５分）
８．実験結果を交流する。（５分）
９．自分の班で交流する。（５分）

１０．結果を確認する。（５分）
	◇テレビに写真を映す。
◇どのような工夫をすればよいか問いかける。

　思考と現実のズレ
◇生徒にも試させる。
◇A藩～C藩の紙を入れた封筒を前から配る。
◇授業の流れを説明する。
◇１，６，８班にＡ国，２，４，９班にＢ国
　３，５，７班にＣ国を担当させる。

◇材料の入ったＢＯＸを配布する。
◇「もし●●すれば巨石を船で運べるだろう。なぜなら，〇〇だからだ。」という形で書かせる。

◆ノートを振り返らせ，仮説の書き方を確認させる。

◇各班で実験させる。
◇Ｂ４の紙にまとめる。




◇ジグソー法で，班の意見を交流する。



  　
◇ワークシートに他の班の工夫と結果を記入する。

◇演示により，３つの国の結果を確認する。

	１１．まとめと振り返りをする。（５分）
	まとめと振り返りをする。
船を大きくしたり，船を２つにして運んだりすることで，船の浮力を大きくして重たい荷物を運ぶことができる。巨石を水中に沈めることで，巨石に浮力がはたらくので，重い石を運ぶことができる。


つけたい力を明確にした指導改善のポイント





尾道市立向島中学校第１学年　理科学習指導案


単元名：「　光・音・力による現象　３章　力による現象　」　　　


授業　尾道市立向島中学校　


研修グループ　Ｅグループ　　　　　　　


竹原市立賀茂川中学校　


三原市立本郷中学校　


世羅町立甲山中学校　


日時・場所　　平成28年10月31日（月）２校時　第1理科室


学年・学級    １年１組（38名）　　   　         　
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右の図で


ＡＢ//ＣＤ，ＡＣとＢＤの交点を点Ｅとします。


このとき，点ＥがＢＤの中点であるならば，ＡＥ＝ＣＥ


であることを証明しなさい。





教科でつけたい力





・実験結果や現象を分析し，既習事項を使って考察する力


・仮説を設定する力（本時）


・現象に興味を持ち，調べようとする力








生徒の実態





　４月に実施した標準学力調査では，物が燃えない理由を説明する問題の正答率が21.3％（全国平均37.6％）と低かった。このことから，結果を基に考察することに課題があると言える。





巨石を船で運ぶ工夫を，既習事項を使って考えることができる。





○まとめの方法


　キーワードを用いてまとめる。





○まとめさせたい具体的な内容


　船を大きくしたり，船を２つにして運んだりすることで，船の浮力を大きくして重たい荷物を運ぶことができる。巨石を水中に沈める事で，巨石に浮力が働くので，重い石を運ぶことができる。





整合性





巨石を船で運ぶにはどのような工夫をすればよいか。





・３つのグループ（国）に分けて異なる課題を追究させることで，班ごとに責任感を持って取り組ませる。


・仮説を立てて，実験をすることで，実験の見通しを持たせる。


・ジグソー法で交流をすることを通して，自分の班の考えを他の班に説明をさせたり，他の班の説明を聞いて自分の班で説明させたりすることで，理解を深めさせる。








・仮説を立てて実験することで，実験結果を考察しやすかった。


・自分の役割があることで，自分の班の実験に責任がもてた。








単元について








単元の目標と評価規準





指導と評価の計画





本時の学習





尾道の千光寺にある鼓岩を紹介する。→杭を打った跡は，大阪城の石垣に使おうとしたもの。


大阪城の巨石が小豆島や岡山から運ばれたことを説明する。どのように運んだかを生徒に問いかける。





予想される生徒の発言　船で運んだと思う。








発泡ポリスチレンで作った船を水面に浮かべる。大きな石を乗せると船が沈む。





めあて　巨石を船で運ぶにはどのような工夫をすればよいか。





Ｂ国


Ｂ国はお金持ちです。大きな船をつくる技術はないが，船を２そう持っている。豊富な木材がある。





材料


石　小さな船２槽　木材








Ａ国


Ａ国はお金持ちです。


船を作る技術と材料があり，大きな船を持っている。








材料


石　大きな船　木材





予想される仮説の例





Ａ国


船を大きくすれば，巨石を船で運べるだろう。なぜなら，船が大きくなると，船にかかる浮力が大きくなるからだ。





Ｂ国


船を２つにすれば，巨石を船で運べるだろう。なぜなら，重さが２つの船に分散するからだ。


船を２つにすれば，巨石を船で運べるだろう。なぜなら，船の体積が増え，船に働く浮力が大きくなるからだ。





Ｃ国


船に乗せた巨石をひもで固定すれば巨石を船で運べるだろう。なぜなら，バランスがとれるからだ。


巨石を水中に沈めて運べば，巨石を船で運べるだろう。なぜなら巨石に浮力が働き，巨石が軽くなるからだ。





①　３つの国に分かれる。


②　国の説明と材料が入ったＢＯＸを受け取る。


　→自分の国の確認


③　どのような工夫をすれば石を運べるか，自分たちに与えられた条件の中で，既習事項や生活経験を根拠とした仮説を立てる。


④　検証する。


⑤　検証結果をまとめ，考察し，班の紙にまとめる。


⑥　他の班員に説明する。


⑦　班で交流する。





Ｃ国


Ｃ国はお金がありません。船は１そうしかないが，ひもを作る技術がある。








材料


石　小さな船１槽 バンド





※評価規準　科学的な思考・表現


巨石を船で運ぶ工夫を，浮力などの既習事項をもとに考え，仮説を立てて検証しているか。（ワークシート）





仮説


結果


考察・説明・新しい発見





班の配置





１　 ３


２　 ４





Ｃ





Ｂ





Ａ





Ｃ





Ｂ





Ａ





１の人は各列のＡ国に集まる。


２の人はＢ,３の人はＣ，４の人は隣の列の同じ実験の班に行く。





Ｃ





Ｂ





Ａ








